
令和7年度主な施策等一覧（消防局）

区 分 事 項 予 定 額 頁
千円

新 規
2026年アジア消防長協会総会(ＩＦＣＡＡ
２０２６　ＮＡＧＯＹＡ)の開催準備

26,436 1

拡 充 次期非常通信手段の導入 16,811 2

南陽出張所の移転改築
債務負担行為

(262,000)
3

救急隊増隊に伴う消防車両の購入 42,340 4

消防ヘリコプターの更新 6,398 5

地域防災マネジメント事業の推進 34,630 6

継 続 消防庁舎等のリニューアル改修 224,581 7

昭和消防署メンテナンス改修 153,000 8

消防救急デジタル無線の更新
債務負担行為
(4,052,000)

9

消防団詰所の整備 242,032 10
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 

（新規）2026年アジア消防長協会総会（Ｉ

ＦＣＡＡ ２０２６ ＮＡＧＯＹＡ

）の開催準備 

草案頁 ３２頁 

予 定 額 ２６，４３６千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  アジア消防長協会（ＩＦＣＡＡ）総会を名古屋市で開催するに

あたり、その開催準備を行う。 

 

２ 事業概要 

  開催準備及び運営に係る業務委託契約を締結し、令和８年度の

開催に向けて準備を行う。 

 

３ スケジュール 

  令和７年度   業務委託契約締結、開催準備 

  令和８年５月  開催 

担 当 課  総務部総務課  電話９７２－３５０１（内線３５０１）      
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （拡充）次期非常通信手段の導入 草案頁 ３２頁 

予 定 額 １６，８１１千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  大規模災害時においても通信障害の影響を受けにくい安定し

た通信網を確保し、消防活動に必要な映像等の情報共有ができる

携帯端末等を導入する。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 公共安全モバイルシステムの活用 

   映像伝送等による情報共有をするために、災害による影響を

受けにくい通信網を使用するスマートフォンを消防隊及び防

災指令センター等に導入する。 

 ⑵ 低軌道衛星通信サービスの活用 

   大規模災害等においても、防災指令センター等の通信機能を

維持するために、低軌道衛星通信サービスを利用するための機

器を導入する。 

 

３ 導入数 

 ⑴ 公共安全モバイルシステム用端末 １０５台 

 ⑵ 低軌道衛星通信機器         ２台 

      

担 当 課  消防部指令課  電話９７２－３５２４（内線３５２４）      
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （拡充）南陽出張所の移転改築 草案頁 ３２頁 

予 定 額 （債務負担行為 ２６２，０００千円） 

事業の概要 

１ 趣旨 

  南陽出張所について、港区役所南陽支所、港保健センター南陽

分室及び地区会館との集約化にあわせて移転改築を実施する。 

 

２ 事業概要 

  地域防災活動拠点としての機能を確保するため、移転改築を行

う。 

 

３ スケジュール 

  令和５～６年度  基本調査、実施設計 

令和７年度    契約事務 

  令和８～９年度  建設工事（新庁舎） 

  令和１０年度   新庁舎への移転、供用開始 

  （債務負担行為 期間：令和８～９年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課  総務部施設課  電話９７２－３５１７（内線３５１７） 

 

 

 



－4－ 

 

令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （拡充）救急隊増隊に伴う消防車両の購入 草案頁 ３３頁 

予 定 額 ４２，３４０千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  昼間時間帯における救急需要対策のため、救急隊を増隊するこ 

とに伴い、救急車を購入し配置する。 

 

２ 整備車両 

 救急車   １両 

 

３ スケジュール 

  令和７年度 運用開始 

 

 

担 当 課  総務部施設課  電話９７２－３５１８（内線３５１８） 
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （拡充）消防ヘリコプターの更新 草案頁 ３３頁 

予 定 額 
６，３９８千円 

（債務負担行為 ３，１８０，０００千円） 

事業の概要 

１ 趣旨 

平成１８年度に導入した消防ヘリコプター「のぶなが」につい

て、令和８年度末で２０年が経過し老朽化が著しいことから更新

を行う。 

 

 

２ 経緯 

・昭和４８年３月 消防ヘリ運航開始（１機体制）（なごや） 

・昭和５６年３月 消防ヘリ１機追加（２機体制）（なごや２） 

・昭和６３年５月 ヘリ更新（なごや） 

・平成 ８年３月 ヘリ更新（なごや２） 

・平成１９年３月 ヘリ更新（なごや※現「のぶなが」） 

・平成２７年３月 ヘリ更新（なごや２※現「ひでよし」） 

・令和 ４年４月 愛知県の防災航空業務一部受託に伴い愛知

県が保有する機体を一体的に運用（３機体制）（わかしゃち） 

 

３ スケジュール 

  令和７年度   契約事務、資格取得 

  令和７～８年度 製作、納品 

  令和９年度   運用開始 

  （債務負担行為 期間：令和８年度） 

担 当 課  総務部施設課  電話９７２－３５１８（内線３５１８） 
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （拡充）地域防災マネジメント事業の推進 草案頁 ３４頁 

予 定 額 ３４，６３０千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

令和元年度から開始した「地域防災マネジメント事業」につい

て、令和６年度末で自助を促進するための戸別訪問事業を完了す

ることを受け、新たな取組みとして地域防災力の一層の向上を図

る。 

  

２ 事業概要   

 ⑴ 安否確認訓練の促進 

   大規模災害発生時に安否確認活動が速やかに実施できるよ

う、安否確認訓練が未実施の自主防災組織を中心に安否確認札

等を活用した訓練の実施を促進する。 

 ⑵ 自主防災組織の活動支援の一環としての各戸啓発 

   寝室の家具転倒防止対策や、自主防災活動への参加を促進す

るため、自主防災組織単位で各世帯を訪問し啓発を行う。 

 ⑶ 起震車の運行委託 

   起震車搬送等を外部に委託して効率的な運行体制を整備す

ることで、市民の自助への気付きの機会を増やすことができ、

自助の促進につなげる。 

 ⑷ 自主防災活動のさらなる支援に活用する物品 

   自主防災組織の積極的な活動に資するための支援物品を拡

充する。 

担 当 課  消防部消防課  電話９７２－３５４３（内線３５４３）      
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （継続）消防庁舎等のリニューアル改修 草案頁 ３２頁 

予 定 額 ２２４，５８１千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  概ね築４０年を経過した消防庁舎等について、「名古屋市公共

施設等総合管理計画」に基づき、目標使用年数を見据えて、計画

的に消防庁舎等の改修を行う。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 消防署・出張所 

  ア 施設の機能回復 

  イ 個室仮眠室の整備 

  ウ 女性消防官の執務環境整備 

 ⑵ 消防職員単身寮（明野寮） 

  ア 施設の機能回復 

  イ トイレ及び浴室の個室化等、生活環境の改善 

 

３ 対象施設 

 ⑴ 基本調査 

   北消防署、天白消防署 

下之一色出張所 

明野寮 

 ⑵ 設計 

   名東消防署 

東山出張所、大野木出張所 

 ⑶ 工事 

   大森出張所 

担 当 課  総務部施設課  電話９７２－３５１７（内線３５１７） 
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （継続）昭和消防署メンテナンス改修 草案頁 ３２頁 

予 定 額 １５３，０００千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  概ね築２０年を経過した消防署について、施設の劣化状況等を

もとに設備の改修等をまとめて効率的に行うもので、必要に応じ

て施設の性能・機能の向上を図る。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 老朽化した設備の更新等による機能回復 

 ⑵ 庁舎のＬＥＤ化等の必要に応じた機能向上 

 

３ 対象施設 

  工事 

  昭和消防署 

（債務負担行為 期間：令和８年度 限度額：７０３百万円） 

 

 

担 当 課  総務部施設課  電話９７２－３５１７（内線３５１７） 
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （継続）消防救急デジタル無線の更新 草案頁 ３３頁 

予 定 額 （債務負担行為 ４，０５２，０００千円） 

事業の概要 

１ 趣旨 

  平成２７年度から運用している消防救急デジタル無線を更新

するための基地局及び移動局の整備を行う。 

 

２ 事業概要 

  令和６年度の消防救急デジタル無線更新の実施設計の結果を

踏まえ、非常災害時にも強い無線通信システムを整備する。 

 

３ スケジュール 

  令和５年度    基本調査 

  令和６年度    実施設計 

  令和７年度    契約事務 

  令和８～１０年度 基地局及び移動局整備 

  （債務負担行為 期間：令和８～１０年度） 
 

                （参考） 

                 近隣の７消防本部との 

                 共同運用を予定 

 

担 当 課  消防部指令課  電話９７２－３５２４（内線３５２４） 
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令和７年度主な施策等一覧 
消防局 

事 項 （継続）消防団詰所の整備 草案頁 ３３頁 

予 定 額 ２４２，０３２千円 

事業の概要 

１ 趣旨 

  大規模災害に備え、必要な耐震性を有するとともに、消防団の

装備を収納でき、継続的かつ長期的な活動を可能とするスペース

や女性団員に配慮した機能を備える消防団詰所を整備する。 

 

２ 事業概要 

  上記趣旨を踏まえた消防団詰所を整備するとともに、翌年度以

降に整備の対象となる消防団詰所整備予定地について、地盤調

査、測量等の基本調査を実施する。 

 

３ 対象詰所数及びスケジュール例 

 ⑴ 令和７年度整備着手対象詰所：８カ所 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

基本調査 設計・工事 
工事 

運用開始 

   （債務負担行為 期間：令和８年度 限度額：２４０百万円） 

 ⑵ 令和８年度以降整備着手対象詰所：９カ所 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

基本調査 設計・工事 
工事 

運用開始 

 

担 当 課  総務部消防団課  電話９７２－３５８６（内線３５８６） 

 

 

 


